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1.は じめに













られるようになっている。私的自己とは、 自己の感情や気分、動機、 自己評価など、他者か ら
は直接観察されない自己の内的側面であ り、公的自己 とは、自己の外観や他者に対する言動な





このような私的自己への意識 と公的自己への意識のあ り方は、対人関係や対人行動 を様々な形
で規定することが示されてきた。
私的自己であろうと公的自己であろうと、注意が向けられるのはあくまで自己なのであるが、'
他者 と対置 した所に自己が存在 し、自己 と他者 との相互作用が行われると考えるならば、
self-focusは他者の存在 を抜きにしては考えられない。特に公的self-focusは、「他者の視点









して用いられた観察者 というのは、大抵実験者か実験者の助手であ り、被験者 とは特別の関わ
りをもたない匿名の他者であった。また、ビデオやテープレコーダーで被験者 自身の姿や声の
フィー ドバックを与えるという操作を用いる場合でも、その際に意識される他者は特定されな









アメリカ人の自他関係をもとに論 じられてきた感が強い。 しか し、 日本人 と欧米人 とでは自己
の構造や自他関係が異なることは数多 くの研究で指摘されている。一般的な他者であろうと特
定の具体的な他者であろうと、自己と他者 との相互作用を問題にするのであれば、 日本文化の
枠組みから 「自己」 と 「他者」という概念を捉えて論 じることが必要であると思われる。
そこで、本稿では、self-focusを生起させる 「他者」の意味を、(1)日本人の 「自己」 と
「他者」 という視点から、(2)「一般的な他者」 と 「特定の具体的な他者」 とに分けて、考察
し、それ らの他者によって喚起されるself-focusを、「他者の存在→self-focus→対人行動」
という図式で捉えることを試みる。




感」 という概念を用いて、それぞれの 日本人論を展開 している。 これ らの 日本人論に共通 して
認められる日本人の自己のあ り方の特徴は、自分 と他者 との区分があいまいで独立 した主体 と




対 して、 日本人の自己は水平面的に人 と人 との間に根拠を持ち、従って、他人がいあわさなけ
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れば自己は自己 となりえない。自分が誰であるのか、相手が誰であるのかは、 自分 と相手 との
間の人間的関係の側から決定されて くる。個人が個人 としてアイデンティファイされる前に、
まず人間関係がある。人 と人 との間 ということがある。自分が現在の自分であるということは、
決 して自分自身の 「内部」において決定されることではな く、常に自分自身の 「外部」におい
て、つまり人 と人、自分 と相手の 「問」において決定される。そ して、自分が何であるか、誰









self)という区分を用いて説明する。欧米では、自己は他者か ら分離 ・独立 してお り、他者 と
の関係や状況に関係な く自律的で独自的である。他方、日本をは じめ とする東洋では、自己は
様々な他者 と結合 してお り、自己の境界が不明瞭である。他者との関係 ・和 ・義理 ・自分をわ
きまえることが重視され、自己認識は他者との関係や状況に依存 している。そ してこのような


















ろう。このように、内 と外 といっても、遠慮が多少 とも働 く中間帯を内 と考えるかあるいは外
と考えるかによって、内容が異なって くることになる。
また、井上(1977)は次のように考察 している。ウチの集団 とソ トの集団 との関係は、同心
円的に重層化 した構造をな している。ウチに対 してソ トであった集団が、さらにソ トの集団に
対 してはウチの集団となる。 このような構造の論理的帰結 として、これ以下はウチとしか言い
えないような小さな集団の単位 と、これ以上はソ トとしか言いえないような大きな集団の単位
が残ることになる。前者の観念の総称(一番内側の世界)が 「ミウチ」あるいは 「ナカマウチ」
であ り、後者の観念の総称(一番外側の、いわば無縁の存在 ともいうべき世界)が 「タニソ」
あるいは 「ヨソのヒ ト」である。そ して、その中間帯の世界が 「セケソ」であ り、これはさら
に 「せまいセケソ」と 「ひろいセケン」の二層から成る。このセケン とは、土居(1971)が「遠
慮が働 く義理の関係」と呼んだものに相当する。つま り、個人にとってミウチやナカマウチほ




中根(1972)は、場の共有性 という視点から内と外との区別を論 じているが、やは り人間関
係は3つ の同心円から成る、という。最も内側には、第一カテゴリー(ウ チ)と よばれる自己
にとって第一義的な所属集団がある。この第一カテゴリーを構成する人々は、自己に とって最





カテゴリーが設定されている。第ニカテゴリー とは、様々な 「知 り合い」 とよばれる人々、あ
るいは、直接知 らな くても何らかの既存のネッ トワークに支えられているような人々の範囲で
ある。活動のスケールが大きい人ほ ど第ニカテゴリーの機能が高 くなる。 日本人にとっては、
この第ニカテゴリーまでが自分 と関係をもつ人々で、仕事ならびに社会生活は基本的にはすべ
て第一、第ニカテゴリーの中で営まれる。それ以外は他人(ヨ ソのヒ ト)であ り、これは第三
カテゴリーとよばれる。第一カテゴリーの人間関係は、「われわれはみな同じなのだ」「すべて



















している、 と考えられている。第3は 、名前 も素性も知らない"縁 なき人び ど の間の関係、







する努力、(3)ひ とたび親 しい関係が形成される と、この関係 自体が独 自の意味をもちはじ






皿.一 般 的 な 他 者 とSelf-Focus
日本人の場合、self-focusを喚起する一般的な他者 とは、「世間」を意味 している。特に、
井上(1977)の枠組みでいう 「ひろい世間」がこれにあてはまると考えることができよう。
「世間」 とは、井上(1977)によれば次のようなものである。「世間」 とは、個人(つ まり
行為主体)の 側からいえば、日本人に特有な一種の準拠集団である。日本人は日常生活におい
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て、「世間」に準拠 して、自分の行動を律 し、判断 していることが多い。つまり、日本人は、「世
間」に準拠 して恥ずかしくない行動をすることを社会的規範の基本においてきた。人の行動が
「世間」 という社会的規範の適応規準から逸脱 した時、「は じ」 という形式の社会的制裁を受
けるのである。「世間」に準拠 して恥ずか しくない行動をするということは、とりもなおさず
「世間」か ら笑 われないような行動をすることであった。従って、「世間のもの笑いにならな
い」ように、我々はいつ も 「世間の眼」を気にして、体面 ・体裁、つまり 「世間体」をつくろ








世間をつ くるわけではない。何 とな く自分の位置がそこにあるものとして生きている。 日本人
は一般的にいって、個人 として自己の中に自分の行動についての絶対的な基準や尺度をもって
いるわけではな く、他の人間 との関係の中に基準をおいている。それが世間である。 日本人は
長い間世間を基準 とし、行動の指針 として生きてきた。世間には厳 しい掟があり、それを守っ
ている限 り、世間の中で何 らかの位置は保てる。 日本人は世間という枠組みの中で、常に世間
の眼を気にして生 きている。世間から相手にされな くなることを恐れてお り、世間から排除さ
れないように常に言動に気をつけているのである。いわば世間は日本人の生活の枠組みとなっ
ている。
木村(1972)は、われわれの存在の根拠が 「空間的」に表現されたものが 「世の中」であ り、
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尚、 ここで取 り上げる人間関係の内と外の区別は、心理的な自他関係が問題 とされるので、
前述のうち土居(1971)および井上(1977)の枠組みを採用する。その内と外の概念 と、他者
の重要さの程度 との関連から、考察を行 うことにする。
まず第1に 、一番内側に属する他者は、「身内」 ・「仲間内」 ・「内輪」であ り、「重要な他
者」であることが多い。 このような他者によって喚起されるself-focusでは、 自己の外面より
むしろ内面への意識の方が優勢であると思われる。すなわち、感情や動機づけが明瞭になった
り強化 されたりすることが推測される。 このような 「内の他者」に対 しては、内づ らを見せ、
親 しみをこめた普段着の態度で接することになる。そこでは、「外の他者」には見せないよう
な率直な言動や本音 も表出される。む しろ、「内の他者」に対 して 「外の他者」に対 して とる




内と職場 とでは相手のもつ意味が異な り、それぞれの場にふさわ しい態度や行動を とることに


























というようなことはある。 しか し、相手が単なる行きず りの人である場合は、「旅の恥はかき
捨て」ですむところが大 きいので、self-focusの高まりは一時的なものであって、影響が後に
残ることは少ないと思われる。つまり、「外の他者」に対 しては、self-focusは「内の他者」
や 「中間帯の他者」の場合ほ ど強 くは喚起されないことになる。そこで、「外の他老」に対 し









特定の具体的な他者 との相互作用を、「世間」あるいは 「世間の人」 という第三者が観客 とし
て見ているという三者関係のモデルが基本構造であるとするのである。ここで井上(1982)が
いう 「世間」 とは、「ひろい世間」のことであると推察できる。従って、特定の具体的な他者




体的な他者 と、その背後にあるひろい世間の両方に対 して恥ずかしくない行動 をとろうとする
ことになる。そしてこのプロセスは、公的場面において顕著であろうと思われる。
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V.お わ り に
我々の 日常生活は、様々な他者 との相互作用の中で営まれている。一般 に日本人は、他者の






な側面に注意が向き、それが どのような行動に結びついてい くのか、 という一連のプロセスを
実証的に明らかにすることが今後の課題である。
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Self-Focusand``Others"
OntheBasisofInterpersonalRelationsinJapaneseCulture
E亡sukoσEDA
Whenwediscussself-focus,thepresenceof"others"isregardedasitsmeanlngful
part.However,thepreviousresearcheshavedealtwi中onlygeneralizedothers,andfur-
themlorehavedischssedself-focusonthebasisofinterpersonalrelationsinAmericancu1・
枕re.Thepurposeofthispaperistodiscussself-focuscausedby"others"bothfromthe
pointofviewofinterpersonalrelationsinJapanesecultureandbydistinguishingbetween
generalizedothersandspecificandconcreteothers.
InterpersonalrelationsinJapaneseculturecollsistofthreecategor量es.Theyarefamilyor
friendlyfellowsintheinsidegroup,acquaintancesinthemiddlegroup,andcomplete
strangersintheoutsidegroup.
First,generalizedothersmean"seke〆totheJapanese.."Sθkα1"willheightenpublic
self-focus,andapersonwilltrytobehavesoasnottober孟diculedandcondemnedby
"seken"
.Asaresult,apersonwiUtendtoadapthisbehaviortothesituationsaccordingto
vahousmanners,rules,andcommonsense.
Second,self-focuscausedbyspecificandconcreteothersisdividedintothreecatego・
ries.
Self-focusevokedbyothersintheinsidegroupvarieswithprivatesituationsandpublic
situations.ItInaybepresumedthatothersintheinsidegroupinprivatesituationsmakea
personfocushisattentionontheprivateself,butthatothersintheinsidegroupinpublic
s量tuationsmakeapersonfocushisattentiononthepublicseHL
Othersinthemiddlegroupwillheightenpublicse五f-focus,anditwillleadapersoゴsbe-
haviortoself-presentationalprinciples.
Othersintheoutsidegroupdon'tseemtoevokeself-focus.
Imp1圭cationsarediscussedfordoublesehl-focusbyspecificothersand"sekeη".
